
復興の取組状況について

完了 52箇所

・津波注意報等を受信して自動的に水門等を閉鎖する
「水門・陸こう自動閉鎖システム」の運用を宮古市、
大船渡市で開始

・津波発生時の操作員の
安全を確保し、住民の
生命と財産を守る。

・約220基を整備予定

合足農地海岸（大船渡市）

1  大阪府寄贈のガントリークレーン設置（釜石港）

2   水門・陸こう自動閉鎖システムの整備 3   災害公営住宅の整備

ガントリークレーン：
コンテナ荷役用の大型クレーン
既存のクレーンの約3倍の処理能力

・震災復興支援の一環として大阪府から岩手県に無償譲渡
・復興道路の整備効果、外貿定期コンテナ船の寄港開始も相まって貨物量が飛躍的に伸び、 復興がより加速して
いくことを期待

（供用開始式のテープカット） （ガントリークレーンによるコンテナ荷役披露）

（合足農地海岸（大船渡市））

平成29年11月６日
復興推進委員会資料

・沿岸部の災害公営住宅は88%が完成。内陸部に避難した世帯
向けに新たに計303戸を建設予定
内陸避難者向け整備予定戸数

建設場所 戸数

県
整
備

盛岡市 168戸
北上市 34戸
奥州市 14戸
一関市 35戸
計 251戸

市
整
備

花巻市 30戸
遠野市 22戸
計 52戸

合計 303戸

沿岸市町村の整備状況（9月30日現在）
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